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『少子高齢化社会』といわれ久しくなりますが，皆様も少子高齢化とは障害者が増えることを
意味することが，現実味として感じられると思います．医師は19の基本領域があり，それぞれ
に専門医がいますが，最近の雑誌で，最も需要と供給のアンバランスが著しく，極端に不足し
ているのがリハビリテーション科専門医であることが指摘されました．逆に作業療法士，特に
理学療法士数は，大幅に増大して学校増設に規制がかかりました．ということは現場や学校で，
リハビリテーション科専門医による教育が十二分に行われていないことになります．
障害の医学であるリハビリテーション医学では，機能低下や能力低下などを正しく評価し，

適切なリハビリテーション治療を施行しなければなりません．障害の回復，改善を目的とする
治療的アプローチをするとともに，必要に応じて対処法など教育的アプローチも行わなければ
いけないことは皆様ご存知の通りです．しかしながら従来，経験にもとづくリハビリテーショ
ン診療が多く，EBMが確立していないものが数多く認められます．一方で医療技術の進歩は著
しいものがあります．例えば2000年以降に著しく進歩した脳機能画像評価や動作解析の方法
により，どのような訓練方法が科学的であり，より効果的であるかを検証するのが当然のよう
になってきており，今までと違った治療学を中心としたリハビリテーション医療に変化してい
ます．
理学療法士や作業療法士の方々とリハビリテーション科専門医をつなぐ教育制度の充実も必

要であることは明白ですが，それには教科書などの教材が必要であるのはいうまでもありませ
ん．なので，今回のPT・OT ビジュアルテキスト専門基礎「リハビリテーション医学」の制作
に至りました．2025年には団塊の世代が75歳以上となり，医療と介護の需要がさらに加速化
してきます．今後さらに情報化社会が進み，価値観の相違や権利意識や個別化，自己主張はよ
り強くなります．必要な時期に必要なサービスを受けられる環境を求められます．なので，本
の内容は非常に幅広くしてあります．
今回，この本は東京慈恵会医科大学を中心として，連携病院の先生や教育実習でお世話になっ

ている先生方と臨床現場の第一線で働いている専門医，理学療法士，作業療法士などによって
作成されたものです．特に第Ⅲ章の疾患各論は，専門医と理学療法士や作業療法士がタッグを
組んで執筆しています．各疾患の幅広いリハビリテーション医療を考えるうえで非常にために
なる生きた実践的なエッセンスの詰まったバイブルになったと確信しています．最後に，この
本の作製に当たり，多大なる尽力をしてくれた城西国際大学福祉総合学部理学療法学科・准教
授の松田雅弘先生，東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座・教授の渡邉修先生なら
びに羊土社編集部の原田悠さん，吉田雅博さんに深謝申し上げます．
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